
情報誌

夢ある未来へ
人とともに、街とともに、大地とともに…

https://www.ja-atsugi.or.jp/
JAあつぎ 検 索 ▲農産物直売所

「夢未市」
▲ＪＡあつぎ公式 ▲JAあつぎ公式

「ゆめみちゃんねる」

情報誌

夢ある未来へ
人とともに、街とともに、大地とともに…

https://www.ja-atsugi.or.jp/
JAあつぎ 検 索 ▲農産物直売所

「夢未市」
▲ＪＡあつぎ公式 ▲JAあつぎ公式

「ゆめみちゃんねる」

砂
で
彩
る
世
界
に
一
つ
だ
け
の
作
品
♪

ゆめみちゃん
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第59回通常総代会
組合員・地域社会に必要とされるJAへ
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相談のお知らせ 【予約】は予約制

日　時　随時　※場所は各支所店または本所
お問い合わせ　各支所店または総合相談部（担当：総合相談課）
　　　　　　　☎259-7776
無料で組合員の資産承継含め、相続・遺言・民事信託など、さまざまなお悩みに当JAがお
応えいたします。

遺言信託・民事信託（家族信託）相談

日　時	 平日
	 午前8時30分〜午後5時
相談員	 厚木市都市農業支援センター職員
お問い合わせ　厚木市都市農業支援センター

☎221-5511

農業相談
日　時	 平日
	 午前8時30分〜午後5時
相談員	 地域農業対策課および農業委員会職員
お問い合わせ　指導販売部
（担当：地域農業対策課）　☎︎221-2273

農業者年金

日　時	 第2・４土曜日
	 午前10時〜午後3時
	 ※場所は本所相談室302
相談員	 専任相談員
お問い合わせ	 総務部（担当：庶務課）
　　　	 	 ☎︎221-1666
素敵な出会いのお手伝いを専任相談員が行って
います。男女問わずにお気軽にご相談ください。

結婚相談
日　時	 平日
	 午前9時〜午後5時
相談員	 福祉課職員
お問い合わせ　組織文化部（担当：福祉課）
　　　	 	 	 ☎︎225-7716
介護のことでお悩みの方お気軽にご相談ください。

福祉相談

日　時	 平日
	 午前8時30分〜午後5時
相談員	 査定課職員および全共連職員
お問い合わせ	 共済部（担当：査定課）
　　　	 	 ☎︎221-2866

交通事故
日　時	 平日
	 午前9時〜午後4時
相談員	 葬祭課職員
お問い合わせ	 経済部（担当：葬祭課）
　　　	 	 ☎︎221-1800
葬儀の流れや形態、費用についてお気軽にご相談ください。

葬儀事前相談

★
農
地
を
受
け
継
ぎ

　
本
格
的
に
就
農

地
域
で
代
々
続
く
農
家
に
生

ま
れ
、
小
学
生
の
頃
か
ら
牛
の

餌
や
り
を
手
伝
う
な
ど
、
農
業

に
携
わ
っ
て
き
た
沼
田
さ
ん
。

就
職
後
は
、
会
社
勤
め
と
農
作

業
を
両
立
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

52
歳
で
早
期
退
職
後
、
本
格
的

に
就
農
し
、
現
在
は
露
地
野
菜

と
栗
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
施

肥
量
や
か
ん
水
量
な
ど
の
作
業

内
容
の
詳
細
を
記
録
し
た
ノ
ー

ト
は
、
現
在
24
冊
目
。
経
験
を

蓄
積
し
、
よ
り
良
い
農
産
物
の

栽
培
に
努
め
て
い
ま
す
。

★
品
質
向
上
へ
の
挑
戦
が

　
や
り
が
い
に

「
よ
り
高
品
質
な
も
の
を
消

費
者
に
届
け
る
た
め
、
新
し

い
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
が

や
り
が
い
に
な
る
」と
話
す
沼

田
さ
ん
。
新
し
い
品
種
の
導

入
や
栽
培
方
法
に
も
積
極
的

に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。

ミ
ニ
ト
マ
ト
は
主
力
と
な
っ

て
い
る「
ピ
ン
キ
ー
」の
ほ
か
、

消
費
者
に
さ
ま
ざ
ま
な
味
を
楽

し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
毎
年
数

種
類
の
品
種
を
試
作
し
て
い
ま

す
。
味
見
役
は
誰
よ
り
も
素
直

な
感
想
を
伝
え
て
く
れ
る
お
孫

さ
ん
。
自
分
の
感
覚
だ
け
で
な

く
、
家
族
の
声
を
参
考
に
栽
培

に
励
ん
で
い
ま
す
。

今
年
は
、
ミ
ニ
カ
ボ
チ
ャ

で
行
う
こ
と
が
多
い
空
中
栽

培
を
、
大
玉
種
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
。
形
の
美
し
い
高
品
質
な

カ
ボ
チ
ャ
作
り
に
挑
戦
し
て

い
ま
す
。「
夢
未
市
」で
毎
年

人
気
を
博
し
て
い
る
水
ナ
ス

も
新
た
な
品
種
に
変
更
。
よ

り
良
い
味
と
形
を
目
指
し
、

栽
培
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

沼
田
さ
ん
は「
納
得
い
く
野

菜
が
で
き
る
ま
で
品
質
を
追

求
す
る
こ
と
は
大
変
だ
が
、

消
費
者
の
声
が
励
み
に
な
る
。

今
後
も
、
食
べ
た
人
が
笑
顔

に
な
る
よ
う
な
野
菜
を
作
っ

て
い
き
た
い
」と
意
気
込
み
を

語
り
ま
す
。

表紙の説明
睦合地区女性部・次世代部は5月27日、「グラスサ

ンドアート講習会」を初めて開きました。当日は、厚木
生花の佐野真紀さんが講師を務め、色鮮やかで微粒
な砂「カラーサンド」を使った作品の作り方を紹介。部
員は波や山の模様を描く方法を教わり、好みのデザイ
ンに仕上げたほか、上部にはボリュームたっぷりの造
花を添え、カラフルで個性豊かなグラスサンドアート
を完成させました。

【予約】　法務相談
日　時　毎月2回開催しております。
会　場　本所３階「相談室303」
相談員　葉山岳夫顧問弁護士・高橋暁子顧問弁護士
7・8月開催日程	
葉山岳夫顧問弁護士 高橋暁子顧問弁護士

7月5日（火） 7月21日（木）
8月5日（金） 8月22日（月）

※各日とも午前9時より（1人30分5人まで）受付順
お問い合わせ　各支所店または総合相談部（担当：総合相談課）
	 　　　☎︎259-7776
無料で各種法律に関する相談についてお受けしています。

【予約】　税務相談
会　場　本所３階「相談室303」
相談員　JAあつぎ契約税理士
7月開催日程　
●  7月6日（水）
※ご予約は相談日3営業日前の午前まで
※午後1時30分より（1人1時間3人まで）受付順
お問い合わせ　各支所店で受付
無料で所得税・相続税など税に関する相談についてお受けしています。

【予約】　総合相談会「Tomoni」
会　場　本所1階ミーティングルーム「信頼」・「笑顔」
7月開催日程　
● 7月30日（土）
※対象者は厚木市・清川村在住の方
お問い合わせ　総合相談部（担当：総合相談課・推進課）　☎259-7776
無料で相続・金融・共済・葬祭・不動産などに関する相談についてお受けしています。

新型コロナウイルス感染拡大に伴い、各種相談において変更となる場合が
ございます。詳細については、担当部署もしくは最寄りの支所店へお問い合
わせください。
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土
ともに
と土
ともに
と

農業で地域を支える
生産者を紹介

「相模」や「伊吹」など約90本
の栗を栽培

稲架掛け用の資材を活用して
手作りしたカボチャの棚

小
鮎
地
区
で
代
々
農
業
を
営
む
沼
田
さ
ん
。

ミ
ニ
ト
マ
ト
や
ナ
ス
な
ど
の
果
菜
類
を
中
心
と

し
た
露
地
野
菜
と
栗
を
、合
計
50
ア
ー
ル
の
圃

場
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

厚
木
市
下
古
沢
　
沼ぬ

ま

田た

　
道み

ち

男お

さ
ん
（73）

こ
だ
わ
り
を
も
っ
て

営
農
に
取
り
組
む

3 2



令
和
３
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
を
引
き

続
き
大
き
く
受
け
た
１
年
で
し
た
。
組
合
員
や
役
職
員
、
そ

の
ご
家
族
に
も
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、
私
た
ち
の
事
業
・
活
動

に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
迎

え
た
決
算
で
は
、
組
合
員
皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
職
員
の
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
に
よ
り
、
事
業
総
利
益
40
億
円
を
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
事
業
利
益
に
お
い
て
は
、
事
業
管
理
費
の
削

減
に
よ
り
、
前
年
度
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
こ
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
が
、
大
幅
な
費
用

縮
小
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
で
、
単
純
に
喜
べ
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、「
今
で
き
る
」
事
業
活
動
を
い
か

に
展
開
し
て
い
く
か
、と
い
う
こ
と
に
知
恵
を
絞
る
と
と
も
に
、

令
和
4
年
度
事
業
計
画

■ 

基
本
方
針

Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
経
済
・
社
会
情
勢
の
先
行
き
は
、
海
外

経
済
の
急
変
に
端
を
発
し
た
物
価
上
昇
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
変
異
株
の
流
行
に
よ
る
国
内
外
の
経
済
回
復
へ
の
打
撃
、
日

銀
に
よ
る
大
規
模
金
融
緩
和
の
長
期
化
に
伴
う
経
営
へ
の
影

響
な
ど
、
依
然
と
し
て
不
透
明
な
状
況
で
す
。

農
業
・
農
政
面
で
は
、
農
業
人
口
の
減
少
や
高
齢
化
に
は
じ

ま
り
、
担
い
手
不
足
、
耕
作
放
棄
地
等
の
増
加
、
豚
熱
を
は

じ
め
と
す
る
家
畜
伝
染
病
や
原
油
高
に
伴
う
生
産
資
材
の
高

騰
の
ほ
か
、
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
し
た
食
料
安
全
保
障
問
題
な

ど
、
地
域
農
業
や
Ｊ
Ａ
に
と
っ
て
大
き
な
環
境
変
化
に
直
面
し

て
い
ま
す
。

政
府
に
よ
る
農
協
改
革
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
の
自
己
改
革
に

対
し
て
一
定
の
評
価
が
得
ら
れ
、
准
組
合
員
の
事
業
利
用
規

制
は
回
避
さ
れ
た
も
の
の
、
今
後
は
Ｊ
Ａ
が
自
己
改
革
実
践

の
具
体
的
な
方
針
を
策
定
・
実
行
し
、
農
林
水
産
省
が
指
導
・

監
督
す
る「
自
己
改
革
実
践
サ
イ
ク
ル
」や「
改
正
早
期
警
戒

制
度
」へ
の
対
応
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
は
、
引

き
続
き
不
断
の
自
己
改
革
の
着
実
な
実
践
に
よ
り
、
持
続
可

能
な
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

状
況
に
応
じ
て
、
組
合
員
・
利
用
者
の
安
全
・
安
心
を
最
優

先
し
た
事
業
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、「
第
15
次
協
同
活

動
強
化
運
動
Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
３
か
年
プ
ラ
ン
」の
最
終
年
度
と
し

て
、
以
下
４
項
目
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、
組
合
員
・
地
域
と

と
も
に
築
く
協
同
の
力
に
よ
り
、
着
実
に
実
践
し
て
ま
い
り

ま
す
。

■ 

基
本
目
標

①
農
家
所
得
の
向
上
と
持
続
可
能
な
地
域
農
業
の
実
現

②
教
育
文
化
活
動
の
展
開
に
よ
る
組
織
基
盤
の
強
化
と
地
域

の
活
性
化

③
支
所
店
力
の
強
化
と
総
合
力
の
発
揮
に
よ
る
組
合
員
満
足

度
の
向
上

④
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
充
実
と
人
材
育
成
に
よ
る
経
営

基
盤
の
強
化

Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
は
、「
農
業
を
軸
と
す
る
地
域
に
根
ざ
し
た
協

同
組
合
」と
し
て
、
組
合
員
と
の
対
話
を
重
視
し
、
組
合
員
の

声
を
組
合
運
営
に
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。
私
た
ち
の
努
力

や
期
待
に
反
し
て
先
の
見
通
せ
な
い
苦
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
今
こ
そ
、
組
合
員
は
、
出
資
者
で
あ
る
と
と
も
に
利
用
者
・

運
営
者
で
あ
る
と
い
う
理
解
の
も
と
、
協
同
の
力
を
結
集
し
、

協
同
組
合
と
し
て
の
役
割
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
Ｊ
Ａ
と
し
て
、
組
合
員
が
組
合
員
と
し
て
の
価
値
を
実

感
で
き
る
よ
う
、
魅
力
あ
る
事
業
活
動
の
展
開
と
質
の
高
い
相

談
対
応
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り「
支
所
店
力
」
を
強

化
し
、
求
め
ら
れ
る
役
割
を
誠
実
に
果
た
す
こ
と
で
、
さ
ら
な

る
事
業
利
用
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
が
組
合
員
や
地
域
社
会
に
と
っ
て
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
と
し
て
と
も

に
歩
み
続
け
る
た
め
に
、

一
層
の
組
織
・
事
業
・
経
営

基
盤
の
強
化
を
図
る
こ
と

で
、
組
合
員
満
足
度
の
向

上
と
組
合
理
念
の
実
現
に

結
び
付
け
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
、
組
合
運

動
に
ご
参
加
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

一
刻
も
早
い
感
染
症
の
収
束
を
切
に
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
２
月
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
軍
事
侵
攻
は
、
世
界
経
済
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
、
暮
ら

し
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
、
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

特
に
農
業
生
産
面
で
は
、
原
材
料
価
格
の
上
昇
と
急
激
な
円

安
に
よ
っ
て
、
肥
料
・
穀
物
飼
料
・
燃
料
の
価
格
が
高
騰
し
、

海
外
か
ら
の
調
達
は
非
常
に
不
安
定
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
は
、
農
家
組
合
員
の
負
担
軽
減
に
向
け
、
最
大
限

の
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
県
下
６
Ｊ
Ａ
に
よ
る
、
合
併
を
視
野
に
入
れ
た
話
し

合
い
の
状
況
で
す
。
６
Ｊ
Ａ
で
は
、『
６
Ｊ
Ａ
経
営
問
題
研
究
会
』

に
お
い
て
、
共
通
し
た
経
営
上
の
課
題
を
研
究
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
を
昨
年
９
月
に『
６
Ｊ
Ａ
合
併
研
究
会
』に
改
組

し
、
合
併
し
た
場
合
の
効
果
や
課
題
等
に
つ
い
て
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｊ
Ａ
は
、
地
域
環
境
や
組
合
員
の
考

え
方
、
経
営
規
模
、
持
っ
て
い
る
資
産
も
異
な
り
ま
す
。
そ
れ

ら
が
一
つ
に
な
り
、
未
来
に
向
け
て
歩
む
た
め
に
は
、
各
Ｊ
Ａ

の
強
み
が
生
か
せ
る
よ
う
、
地
域
農
業
と
Ｊ
Ａ
の
将
来
の
姿
を

き
ち
ん
と
描
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も

組
合
員
皆
さ
ま
へ
の
情
報
提
供
を
図
り
な
が
ら
、
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、
慎
重
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
政
府
に
よ
る
農
協
改
革
に
つ
い
て
で
す
。
政
府
は可決承認の様子

准
組
合
員
の
事
業
利
用
規
制
に
つ
い
て
、「
各
Ｊ
Ａ
が
方
針

を
策
定
し
総
代
会
で
決
定
す
る
」と
結
論
づ
け
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
一
律
的
な
対
応
は
回
避
さ
れ
ま
し
た
が
、
Ｊ

Ａ
に
お
け
る
准
組
合
員
の
意
思
反
映
お
よ
び
事
業
利
用
に
つ

い
て
、
農
水
省
の
監
督
指
針
等
を
踏
ま
え
た「
自
己
改
革
実

践
サ
イ
ク
ル
」へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
あ

つ
ぎ
は
、
組
合
員
と
の
対
話
に
基
づ
き
、
組
合
員
の
意
思
を

事
業
運
営
に
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
を
構
築
し
、
農
業
協
同

組
合
の
原
則
を
踏
ま
え
た
、
不
断
の
自
己
改
革
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
か
つ
て
な
い
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
が
、
組
合
員
の
声
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
期
待
に

応
え
る
総
合
事
業
、
協
同
組
合
運
動
を
展
開
す
る
と
と
も

に
、
地
域
農
業
の
振
興
と
、
環
境
・
文
化
・
福
祉
へ
の
貢
献

に
よ
り
、
組
合
員
・
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
厚
木

市
民
・
清
川
村
民
２２
万
６
千
人
の
食
卓
に
、
安
全
で
安
心

な
農
畜
産
物
を
提
供
す
る
べ
く
、
都
市
農
業
の
確
立
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

あいさつを行う大貫組合長

大
貫
盛
雄
組
合
長
あ
い
さ
つ（
要
旨
）

第
59
回
通
常
総
代
会
が
５
月
28
日
、
厚
木
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
人
出
席
１
５
８
人
、
議
決
権
行
使
２
８
３
人
、
合
わ
せ
て
４
４
１
人
の
総
代
が
出
席
。
依
知
地
区
の

井
上
喜
充
氏
と
駅
前
地
区
の
清
水
忠
雄
氏
を
議
長
に
、
令
和
３
年
度
事
業
報
告
や
令
和
４
年
度
事
業
計
画

の
設
定
な
ど
全
４
議
案
が
審
議
さ
れ
、
全
て
の
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
さ
れ
た
４
議
案

①
令
和
3
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
剰
余
金
処
分
案
の

承
認
に
つ
い
て

②
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

③
令
和
４
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

④
役
員
報
酬
に
つ
い
て 

第
59
回
通
常
総
代
会

組
合
員
・
地
域
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
へ

特 集
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Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
は
、
２
０
１
５
年
に
独
自
の「
Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ

自
己
改
革
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
、
農
家
所
得
の
向
上
、
総
合

事
業
の
機
能
発
揮
、
組
合
員
･
地
域
と
の
つ
な
が
り
強
化
を

中
心
と
す
る
、
組
合
員
が
求
め
る
自
己
改
革
の
実
践
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
６
月
に
は
、
規
制
改
革
実
施
計
画
が
閣
議
決

定
さ
れ
、
改
正
農
協
法
施
行
５
年
後
見
直
し
条
項
に
基
づ
く

准
組
合
員
の
事
業
利
用
規
制
の
議
論
は
大
き
な
節
目
を
迎
え

ま
し
た
。
政
府
は
こ
れ
ま
で
の
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
実
施
状
況
や
、

組
合
員
資
格
別
の
事
業
利
用
量
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
准

組
合
員
の
事
業
利
用
に
つ
い
て
は
各
Ｊ
Ａ
が
組
合
員
の
判
断

に
基
づ
い
て
決
め
、
一
律
的
な
規
制
は
導
入
し
な
い
と
し
ま

し
た
。

今
後
は
、
Ｊ
Ａ
が
自
己
改
革
実
践
の
具
体
的
な
方
針
を
策

定
し
、
農
林
水
産
省
が
指
導
・
監
督
す
る「
自
己
改
革
実
践

サ
イ
ク
ル
」へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

自
己
改
革
実
践
サ
イ
ク
ル
と
は
、
Ｊ
Ａ
が
①
自
己
改
革
実

践
の
具
体
的
方
針
を
総
代
会
で
決
定
す
る
、
②
将
来
の
収
支

見
通
し
に
つ
い
て
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た
経
営
基

盤
強
化
に
取
り
組
む
、
③
准
組
合
員
の
意
思
反
映
と
事
業
利

用
の
方
針
を
Ｊ
Ａ
自
ら
が
判
断
す
る
、
こ
れ
ら
３
つ
の
方
針

を
計
画
・
実
行
し
、
組
合
員
の
評
価
や
意
向
を
踏
ま
え
方
針

を
修
正
し
、
事
業
計
画
な
ど
に
反
映
さ
せ
る「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
」を
指
し
ま
す
。
Ｊ
Ａ
は
こ
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を

毎
年
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
各
事
業
に
お
け
る
目
標

を
掲
げ
、
結
果
を
改
善
に
つ
な
げ
る
自
己
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、「
自
己
改
革
実
践
サ
イ
ク
ル
」は
そ
の
取
り
組

み
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
促
す
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
は
、
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
Ｊ
Ａ
で
あ

り
続
け
る
た
め
、
自
己
改
革
の
実
践
を
支
え
る
持
続
可
能
な

経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
と
と
も
に
、
組
合
員
と
の
徹
底
し

た
対
話
を
通
じ
、
総
合
事
業
を
基
本
と
し
た「
不
断
の
自
己

改
革
」に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

正・准組合員の回答

ＪＡあつぎは自己改革によって
変わりましたか？

地域とのつながり強化の
取り組みをどう思いますか？

52.6％

83.0％

とても良くなったと思う

評価できる

良くなったと思う

Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
自
己
改
革
の
実
践

新
た
な「
自
己
改
革
実
践
サ
イ
ク
ル
」と
は

令
和
４
年
度
自
己
改
革
実
践
計
画

技
術
向
上
へ
栽
培
指
導

厚
木
市
園
芸
協
会
果
樹
部
会
ぶ
ど
う
委
員
会

講師㊨と作業方法を確認する生産者

2018年に正組合員・准組合員に
実施したアンケート調査より

果

樹

J
A
あ
つ
ぎ
次
世
代
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
は

5
月
11
日
、「
美
肌
薬
膳
料
理
講
習
会
」を
開
き
、

16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
和
漢
薬
膳
食
医
の
山
口
直
美
さ
ん

が
講
師
を
務
め
、
健
康
な
肌
作
り
に
有
効
な
レ

シ
ピ
４
品
を
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
形
式
で

紹
介
。
肌
の
健
康
状
態
が
崩
れ
る
原
因
を
説
明

し
、
悩
み
の
改
善
に
効
果
的
な
食
材
や
栄
養
素

を
伝
え
ま
し
た
。

参
加
者
は
コ
ラ
ー
ゲ
ン
豊
富
な「
美
肌
ス
ー
プ
」

や「
ハ
ト
麦
サ
ラ
ダ
」な
ど
の
作
り
方
を
確
認
し
た

ほ
か
、
薬
膳
は
食
材
が
持
つ
効
能
を
生
か
し
た
食

事
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

厚
木
市
園
芸
協
会
果
樹
部
会
ぶ
ど
う
委
員
会
は

5
月
10
日
、
栽
培
技
術
を
高
め
、
品
質
の
向
上
に

つ
な
げ
よ
う
と
、「
大
粒
種
開
花
前
管
理
講
習
会
」

を
管
内
の
生
産
圃
場
で
開
き
ま
し
た
。

当
日
は
県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
職
員
が
講
師
を

務
め
、
果
粒
を
肥
大
さ
せ
、
形
の
よ
い
房
を
作
る

た
め
の
摘
粒
方
法
や
、
天
候
予
測
に
基
づ
い
た
病

害
虫
防
除
な
ど
を
指
導
。
品
種
ご
と
に
異
な
る
適

正
な
房
の
段
数
や
、
果
粒
の
残
し
方
な
ど
の
ポ
イ

ン
ト
を
伝
え
ま
し
た
。　

今
年
も
順
調
に
生
育
し
て
い
る「
厚
木
の
ぶ
ど

う
」は
、
７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
Ｊ
Ａ
農
産
物

直
売
所「
夢
未
市
」な
ど
で
販
売
さ
れ
る
予
定
で
す
。

薬
膳
を
学
び
健
康
な
肌
作
り

次
世
代
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ「
美
肌
薬
膳
料
理
講
習
会
」

調理の手順を確認する参加者

お
供
え
小
菊
自
ら
の
手
で

玉
川
地
区
女
性
部「
小
菊
作
り
講
習
会
」

女
性
部

地
場
産
花
き
で
生
活
を
彩
る

荻
野
地
区
女
性
部「
寄
せ
植
え
講
習
会
」

女
性
部

荻
野
地
区
女
性
部
は
5
月
12
日
、
地
場
産
花
き
へ
の
理
解
促
進
と
消
費
拡
大
を
目
的
に
、

「
寄
せ
植
え
講
習
会
」を
開
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
Ｊ
Ａ
職
員
が
講
師
を
務
め
、
寄
せ
植
え
に
使
う
花
き
の
特
徴
や
植
え
付
け
方
法

な
ど
を
教
え
ま
し
た
。
講
習
会
で
使
っ
た
７
種
類
の
花
は
、
全
て
部
員
で
あ
る
花
き
生
産
農

家
が
育
て
た
も
の
。
部
員
は
、
配

置
や
向
き
で
変
わ
る
花
の
表
情
を

楽
し
み
な
が
ら
、
色
鮮
や
か
な
寄

せ
植
え
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

部
員
は「
自
分
の
手
で
植
え
た
花

は
ひ
と
き
わ
愛
ら
し
く
感
じ
る
。

今
後
も
、
地
元
で
育
っ
た
花
を
生

活
に
取
り
入
れ
、
自
宅
を
彩
り
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

玉
川
地
区
女
性
部
は
5
月
12
日
、
彼
岸
の
時
期
に
仏
花
と
し
て
使
う
小
菊
を
自
ら
栽
培

し
、お
供
え
す
る
こ
と
で
地
産
地
消
に
つ
な
げ
よ
う
と「
小
菊
作
り
講
習
会
」を
開
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
Ｊ
Ａ
の
営
農
技
術
顧
問
が
講
師
を
務
め
、
小
菊
の
栽
培
工
程
や
挿
し
芽
の
ポ

イ
ン
ト
、管
理
方
法
な
ど
を
教
え
ま
し
た
。
部
員
は
、彼
岸
に
合
わ
せ
た
９
月
咲
き
の
ほ
か
、

10
月
咲
き
の
挿
し
芽
を
併
せ
て
行

う
こ
と
で
、
小
菊
の
収
穫
を
長
く

楽
し
め
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。

部
員
は「
地
場
産
花
き
で
地
域
を

彩
り
た
い
と
思
い
始
め
た
活
動
。

今
年
も
、
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ

ら
れ
る
よ
う
、
協
力
し
て
管
理
を

進
め
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

植え付けのポイントを教わる部員㊧丁寧に挿し芽を行う部員ら

次
世
代

PDCAサイクルは、目標を達成するために、この4つを繰り返し
て、業務を継続的に改善する方法。

改善

方針などに基づき、
改革を実行

計画
評価を踏まえ、
計画に反映・
方針を修正

評価
改革の実績などを
方針と比較・分析、
組合員に丁寧に説明 実行

自己改革実践サイクルのイメージ

PDCA
サイクル

Ac
t　　

　  　  Plan　
　
　
　
　 Check　　　　  

Do

各JAで
・自己改革の
 具体的方針
・中長期の
 収支見通し
・准組合員の
 意思反映と
 事業利用の
 方針を総代会
 で決定

自
己
改
革
実
践
の
具
体
的
方
針
（
抜
粋
）

1 �

訪
問
活
動
や
座
談
会
を
通
じ
た「
組
合
員
と
の
対
話
」を

原
点
と
し
て
、
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
ま
す
。

2 �「
農
業
者
の
所
得
増
大
・
販
路
拡
大
」に
つ
な
が
る
農
業

者
目
線
で
必
要
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
目
標
お
よ
び

実
践
具
体
策
の
策
定
等
と
あ
わ
せ
て
実
践
し
、
改
革
の

目
的
で
あ
る「
所
得
増
大
」を
実
現
す
る
ほ
か
、「
地
域
の

活
性
化
」に
取
り
組
み
ま
す
。

◦
J
A
買
取
米
数
量
拡
大
を
通
じ
た
売
上
増
加

◦
良
質
米
生
産
に
向
け
た
健
苗
供
給
、
講
習
会
の
開
催

◦
買
取
販
売
の
拡
大
を
通
じ
た
売
上
増
加

◦
地
場
農
畜
産
物
の
販
路
拡
大

◦
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
農
産
物
の
生
産
拡
大

◦
銘
柄
集
約
肥
料
の
取
扱
拡
大
を
通
じ
た
コ
ス
ト
低
減

◦
担
い
手
・
新
規
就
農
者
の
育
成

◦
支
所
店
を
拠
点
と
し
た
協
同
活
動
の
充
実

◦
移
動
販
売
車
に
よ
る
買
い
物
支
援　

等 

3 �

改
革
の
取
り
組
み
と
成
果
に
つ
い
て
対
話
等
を
通
じ
て

評
価
を
把
握
し
、
次
の
改
革
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
回
し
、
不
断
の
自
己
改
革
を
着

実
に
実
践
し
ま
す
。
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J
A
あ
つ
ぎ
で
は
、
安
全
で
快
適
な
生
活
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、
5
月
12
日
と
13
日

の
２
日
間
、「
電
動
ア
シ
ス
ト
カ
ー
試
乗
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
２
社
の
メ
ー
カ
ー
が
三
輪
・
四
輪
カ
ー
ト
や
三
輪
自
転
車
な
ど
、
合
計
４
種
類

の
電
動
ア
シ
ス
ト
カ
ー
を
用
意
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
説
明
し
な
が
ら
、使
う
頻
度
や
場
所
、

目
的
に
合
わ
せ
た
提
案
を
し
ま

し
た
。

来
場
者
は
、
専
門
ス
タ
ッ
フ

や
J
A
職
員
か
ら
、
安
全
な
使

い
方
や
操
作
方
法
を
学
び
な
が

ら
試
乗
。
軽
い
傾
斜
、
歩
道
の

起
伏
な
ど
を
体
験
し
、
操
作
の

手
軽
さ
や
乗
り
心
地
な
ど
を
確

か
め
ま
し
た
。

安
全
で
快
適
な
生
活
に
役
立
つ
提
案
を

電
動
ア
シ
ス
ト
カ
ー
試
乗
会

経

済

食

農

Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
は
5
月
14
日
、
食
と
農
の
大
切
さ

や
、
Ｊ
Ａ
事
業
へ
の
理
解
促
進
を
図
ろ
う
と
、
Ｊ

Ａ
農
産
物
直
売
所「
夢
未
市
」で
小
学
生
以
下
を
対

象
と
し
た
食
農
教
育
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
食
農
＆
Ｊ
Ａ
ク
イ
ズ
」で
は
、
地
域
で
生
産
さ

れ
る
農
産
物
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
ほ
か
、
特
産

品
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
ジ
作

り
や
田
ん
ぼ
に
見
立
て
た
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を

楽
し
み
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は「
ク
イ
ズ
は
と
て
も
勉
強
に

な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
元
で
採
れ
る
お
い
し
い

も
の
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
、
農
家
の
人
を
応
援
し

て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

食
と
農
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
へ

夢
未
市
で
食
農
教
育
イ
ベ
ン
ト

地域農業について学ぶ子どもたち

操作方法を教わる来場者

ヒ
マ
ワ
リ
で
つ
な
ぐ
地
域
の
輪

小
鮎
地
区
打
越
生
産
組
合「
ヒ
マ
ワ
リ
栽
培
」

ヒマワリの種をまく組合員

相
川
地
区
女
性
部
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
が
難

し
い
中
、
海
外
旅
行
の
気
分
を
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
、
世
界
各
国
の
料
理
を
学
ぶ
講
習
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
5
月
20
日
に
は「
ア
ジ
ア
料
理
講

習
会
」を
開
き
、
タ
イ
や
イ
ン
ド
の
家
庭
料
理
を

学
ぼ
う
と
、
7
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
Ｊ
Ａ
職
員
が
講
師
を
務
め
、
ハ
ー
ブ

や
ス
パ
イ
ス
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
紹

介
。
料
理
の
工
程
や
ポ
イ
ン
ト
を
伝
え
ま
し
た
。

部
員
は「
ガ
パ
オ
ラ
イ
ス
」や「
生
春
巻
き
」な

ど
、
４
品
を
完
成
さ
せ
た
ほ
か
、
ジ
ン
ジ
ャ
ー
や

シ
ナ
モ
ン
が
香
る「
チ
ャ
イ
テ
ィ
ー
」を
味
わ
う
な

ど
、
ア
ジ
ア
料
理
を
楽
し
み
ま
し
た
。

小
鮎
地
区
打
越
生
産
組
合
は
、
景
観
美
化
を

通
じ
た
地
域
の
活
性
化
に
向
け
、
ヒ
マ
ワ
リ
栽

培
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
ビ
タ
ミ
ン
カ
ラ
ー

の
ヒ
マ
ワ
リ
を
育
て
、
地
域
に
元
気
と
笑
顔
を

届
け
る
と
と
も
に
、
組
織
や
地
域
農
業
の
理
解

促
進
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

５
月
20
日
に
は
、
下
古
沢
に
あ
る
観
光
農
園

付
近
の
圃
場
で
種
ま
き
を
行
い
、
組
織
名
を
書

い
た
手
作
り
の
看
板
も
設
置
し
ま
し
た
。

臼
井
輝
夫
組
合
長
は「
周
囲
の
人
と
疎
遠
に
な

り
が
ち
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、
成
長
し
て
い
く
ヒ

マ
ワ
リ
を
地
域
住
民
と
の
会
話
の
種
に
し
て
、

組
織
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

仲
間
と
作
り
世
界
を
味
わ
う

相
川
地
区
女
性
部「
ア
ジ
ア
料
理
講
習
会
」

生春巻きの作り方を教わる部員

Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
は
5
月
25
日
、
認
知
症
に
つ
い
て

正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
見

守
る
た
め
の
支
援
方
法
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」を
開
催
し
、
組

合
員
や
地
域
住
民
10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
Ｊ
Ａ
職
員
が
講
師
を
務
め
、
認
知
症

の
種
類
や
症
状
な
ど
を
説
明
。
具
体
的
な
事
例
と

適
切
な
対
応
を
紹
介
し
た
ほ
か
、
気
持
ち
を
理
解

し
、
寄
り
添
う
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

参
加
者
は
、声
掛
け
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
学
び
、

予
防
を
目
的
と
し
た
脳
と
体
の
運
動「
コ
グ
ニ
サ

イ
ズ
」を
体
験
す
る
な
ど
、
認
知
症
へ
の
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

認
知
症
を
学
び
正
し
い
理
解
を

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

コグニサイズを体験する参加者

女
性
部

小
鮎
地
区
女
性
部
は
５
月
24
日
、
食
と
農
の
つ

な
が
り
に
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と「
家
庭
菜

園
講
習
会
」を
開
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
営
農
指
導
員
が
講
師
を
務
め
、
共
栄

作
物
と
も
呼
ば
れ
る
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ン
ツ
と

し
て
家
庭
で
も
育
て
や
す
い「
ミ
ニ
ト
マ
ト
」と

「
バ
ジ
ル
」の
栽
培
方
法
を
教
え
ま
し
た
。部
員
は
、

プ
ラ
ン
タ
ー
に
培
養
土
を
入
れ
、
苗
を
丁
寧
に
植

え
付
け
ま
し
た
。
作
業
後
は
、追
肥
や
誘
引
な
ど
、

今
後
の
管
理
作
業
に
理
解
を
深
め
た
ほ
か
、
収
穫

し
た
野
菜
で
作
れ
る
レ
シ
ピ
も
学
び
ま
し
た
。

部
員
は「
自
宅
で
採
れ
た
て
の
野
菜
を
味
わ
う

の
が
今
か
ら
楽
し
み
」と
話
し
ま
し
た
。

採
れ
た
て
の
味
を
自
宅
で

小
鮎
地
区
女
性
部「
家
庭
菜
園
講
習
会
」

営農指導員㊨から苗の定植方法を学ぶ部員ら

南
毛
利
地
区
女
性
部
は
5
月
18
日
、
健
康
寿
命

1
0
0
歳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
心
身

を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
方
法
を
学
ぼ
う
と「
体
を

整
え
る
ヨ
ガ
講
座
」を
開
き
、
12
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

当
日
は
、
は
り
き
ゅ
う
Ｐ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ｅ
の
佐
藤
由

紀
子
さ
ん
が
講
師
を
務
め
、
経
絡
マ
ッ
サ
ー
ジ
と

ヨ
ガ
を
紹
介
。「
経
絡
」に
沿
っ
て
触
れ
る
こ
と
で

ツ
ボ
が
刺
激
さ
れ
、
血
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
巡
り
を

促
す
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

部
員
は
、
講
師
の
動
き
を
確
認
し
な
が
ら
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
実
践
し
た
ほ
か
、ヨ
ガ
の
ポ
ー
ズ
と
併
せ
、

ヒ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
効
果
的
な
動
き
を
学
び
ま
し
た
。

体
を
整
え
健
康
な
毎
日
を

南
毛
利
地
区
女
性
部「
体
を
整
え
る
ヨ
ガ
講
座
」

講師㊧からヨガのポーズを教わる部員

女
性
部

Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
は
５
月
14
日
と
27
日
、
依
知
地
区

と
相
川
地
区
の
２
カ
所
で「
水
稲
栽
培
代
か
き
講

習
会
」を
開
き
、
合
計
84
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ト
ラ
ク
タ
ー
の
実
演
を
交
え
た
代
か
き
作
業
の

講
習
会
は
５
年
ぶ
り
で
、農
業
機
械
の
性
能
向
上
や
、

担
い
手
の
世
代
交
代
が
進
む
中
、
改
め
て
正
し
い
作

業
方
法
を
伝
え
る
こ
と
で
、
生
産
者
の
知
識
習
得
と

米
の
品
質
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

参
加
者
は「
父
か
ら
農
地
を
受
け
継
い
で
か
ら
、

改
め
て
水
田
の
機
械
作
業
を
学
ぶ
場
が
な
く
、
貴

重
な
機
会
と
な
っ
た
。
講
師
の
作
業
方
法
を
参
考

に
、
良
質
な
米
の
生
産
に
つ
な
げ
た
い
」と
話
し

ま
し
た
。

作
業
実
演
で
水
稲
の
品
質
向
上
へ

依
知
地
区
・
相
川
地
区「
水
稲
栽
培
代
か
き
講
習
会
」

実演を見ながら作業を学ぶ参加者

生
産
組
合

営

農

福

祉

女
性
部
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こんにちはこんにちは 農協です！

支
所
だ
よ
り

旬の農産物情報

出荷者の声をお届け

　

ゆめみちゃん
ボックス

価格：3,000円（税込）
ご注文は指導販売部（担当：総合販売課）
☎ 221-2273

※新鮮な農産物の詰め合わせをご自宅までお届け♪

※ご注文の詳細については、JAあつぎホームページをご覧ください

ご注文受付中！

JAあつぎファーマーズマーケット「夢未市」は、
新鮮で安全・安心な農畜産物を食卓へお届けし、
皆さまに食と農の大切さをお伝えしています。

ゆめみちゃん

ゆめみちゃんの
とくとく情報！！

Ｊ
Ａ
の
逸
品
セ
レ
ク
ト
♪

全国のJAで「次世代総点検運動」がスタート
しているね。私たちの身近な食と農を未来
につなぐとても大事な運動みたい。
どんな取り組みなの?

●清川支所　経済課（経済課長兼営農指導員）　山
や ま だ

田　大
だ い き

希

入職20年目を迎え、清川支所で経済課長兼営農指導員を
担当しています。湘南ベルマーレのファンで、サッカー観
戦が休日の楽しみの一つです。

仕事をする上で、「今何ができるか」を常に考えることを
大切にし、一つの答えにとらわれず、ニーズに応えられる
ような提案を心掛けています。現在は、清川村に新たな特
産物を生み出そうと、地域の生産者と協力して試行錯誤を
重ねています。

今後も、組合員・利用者の皆さまからいただく感謝の言
葉を励みに、地域からも頼られる存在になれるよう努めて
いきたいです。

【清川支所】　4月15日号 【清川支所】　5月15日号

【コンセプト】
支所の事業に親し

みを持ってもらえるよ
うな紙面づくりを心掛
けているほか、組合
員が参加できる企画
記事を取り入れていま
す。支所だよりの新し
い愛称「つむぐる つむ
ぐれ つむぐりん」は、
1月から募集を行い決
定しました。

出荷された生葉を確認する山田課長㊧

休業日・営業日時のお知らせ

夢 未 市

グリーンセンター

7月の休業日は20日（水）となります
厚木市温水255　☎290-0141

7月の休業日は13日（水）となります 
厚木市及川1161-1 ☎241-6150

午前9時30分～午後5時

休業日

午前9時～午後5時 
※精米機は午後4時30分まで

◦毎月第2水曜日（1月・5月は除く）
◦年末年始12月31日～1月6日

休業日

◦毎月第3水曜日
　（3月・9月は第2水曜日、8月・12月・1月は除く）
◦1月1日～4日

※�原則、月・火曜日を除く営業日
はJA営農技術顧問が常駐いた
します（巡回指導時は除く）

厚木市下古沢にある約5アールの畑でナスを栽培しています。
現在、栽培する種類は、ツヤがあり柔らかい果肉の「千両二号」と、肉質

が緻密で煮物や漬物に最適な「筑陽」の２種類。新鮮さにこだわって、必ず
当日の朝収穫したものを夢未市に出荷しています。栽培では、地元畜産農
家の豚糞や鶏糞などの有機質をたっぷり使用。栄養豊かな土作りを通じ、
品質の向上に努めています。
おすすめの食べ方は、天ぷらやはさみ揚げなどの揚げ物です。とろりと

した果肉と朝採れならではのジューシーさを味わってください。たっぷり
量を食べられるみそ炒めもおすすめ。ごはんとの相性が抜群で、香ばしい
香りが食欲を誘います。

夢未市に出荷されるナスは、どれもハ
リがあって表面がつやつや。新鮮さが一
目で分かります。どんな調理法にもなじ
む万能野菜で、和食だけでなく、中華や
イタリアンと幅広く活躍します。地場産
のナスをぜひ手に取ってみてください♪7月のオススメ  「ナス」

沼
ぬ ま た

田  武
たけし

さん（小鮎地区）
※店頭では「沼田  恒子」のラベルで販売しています

夢未市・グリーンセンターで販売しています

厚木産小麦100％使用厚木産小麦100％使用
　　　　「厚木地粉うどん」　　　　「厚木地粉うどん」
ＪＡあつぎ管内で生産される小麦（県の奨励品種

「さとのそら」）を使った「厚木地粉うどん」。地粉の
風味や香りが際立ち、つるっと
したのど越しが特徴です。温か
くても冷たくてもおいしくお召
しあがりいただけます。「かなが
わブランド」にも登録されている

「厚木地粉うどん」の味をぜひご
賞味ください♪

国産こだわりうな
重

国産こだわりうな
重

あつぎせせらぎ米
使用

あつぎせせらぎ米
使用

夢未市では、土用の丑の日に合わせてうな重を販売
します。あつぎせせらぎ米と国産のウナギを使った夢
未市のうな重は、毎年好評をいただいており、季節の
人気商品となっています。
ウナギには、ビタミンAをはじめ、ビタミンB群や

DHA、EPAなど、体に大切な栄養素がたくさん！疲労
回復やアンチエイジングにも効果的といわれています。
夢未市のうな重を食べて、夏を元気に乗り切りま

しょう♪数量限定のため、ご予約をおすすめします！

いま地域農業は、世代交代
期にあり、地域農業を支える次
世代の担い手を育成・確保し
ていくことが課題です。
「次世代総点検運動」は、組合員とJA役職
員が、共に地域農業の現状や将来を見通し、
農業生産を維持していくために必要な次世代
組合員数の目標等を設定し、その実現に向け
た具体策（事業承継支援や新規就農者支援な
ど）を策定する取り組みです。
JAグループは次世代組合員を戦略的に支
援することで、持続可能な食と農の実現を目
指します。

基幹的農業従事者
農業に主として従事した世帯員（農業就業人口）のうち、調査期日前
1年間の普段の主な状態が「仕事に従事していた者」のことをいう。

77月月2323日日土土・・88月月44日日木木はは
土用の丑の日!土用の丑の日!

▼▼2,380円2,380円（（税込）税込）▼▼
ご予約は、夢未市サービスカウンターにて6月21日（火）より
受け付けします。また、代金については、先払いとなります。
※電話予約は受け付けておりませんのでご了承ください

写真はイメージです
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あつぎ
ゆめ散歩
あつぎ
ゆめ散歩

冨永 尚子

服部 瑞穂
菊池 利恵

JA
神奈川県厚生連
保健福祉センター

巡回健診事業課保健師

バックエクステンション

厚生
連

だよ
り

「いつでも気軽に 　　トレ！」   家
じめじめした季節から少しずつ蒸し暑い季節となりました。これから夏物の洋服にな
り、体のラインやたるみなどが気になる方もいらっしゃるかと思います。
背中やお腹の筋肉が衰えてしまうと姿勢が悪くなり、肩こり・腰痛や、お腹がぽっこ

り出てたるみの原因にもなります。
自宅で音楽やラジオを聴きながらトレーニングを行い、背中やお腹をしっかり引き締めましょう。

vol
.64

教えて
税のはなし？ ！

NO.42

Q1 相続って簡単に言うとどういうこと？
A1 �相続は、亡くなった人（被相続人）が所有していた財産や債

務を受け継ぐことです。

Q2 �誰が何を相続するかはどうやって決めるの？
A2 �遺言書があればその内容となり、遺言書がないときは相続
人全員の話し合いにより決まります。

Q3 �相続人は誰？
A3 �配偶者がいる場合には、配偶者は必ず相続人になります。

次に①子供（養子を含む）およびその代襲相続人、②父母等、
③兄弟姉妹およびその代襲相続人、の順番で相続人が決ま
ります。また、代襲相続人とは本来の相続人に代わり相続
人となる人のことをいいます。ポイントとしては、被相続
人に子供（孫）がいれば、父母や兄弟姉妹が相続人となるこ
とはあり得ないという点です。

Q4 基礎控除額はいくらなの？
A4 �相続人の人数により異なります。計算式は、3,000万円＋

600万円×法定相続人の数となります。

Q5 相続税はどのような場合にかかるの？
A5 �亡くなった日における被相続人名義の預貯金や土地建物

などの財産の合計額から、借入金やお葬式費用を差し引い
た金額が基礎控除額を超えた場合に相続税がかかります。

Q6 �相続税はいつまでに支払うの？
A6 �亡くなった日から10カ月以内に支払います。また、どの

ように税金を計算したのかが分かる書類（相続税申告書）
も10カ月以内に税務署に提出しなければなりません。

Q7 �相続税申告書は必ず提出するの？
A7 相続税が発生しないときは提出する必要はありません。

ただし、優遇規定を受ける場合には、相続税が発生しな
いケースでも相続税申告書の提出が必要となります。
その優遇規定とは、主に２つあり、「小規模宅地等の評価
減」という土地の評価額を減額する制度と、配偶者が財産
を受け継いだ場合に相続税が安くなる「配偶者の税額軽
減」という制度です。

Q8 �もし10カ月以内に話し合いがまとまらないときは？
A8 �相続税が発生するときは、相続人が法定相続分で財産債務
を受け継いだものとして、相続税の支払いと相続税申告書
の提出を同じく10カ月以内に済ませなければなりません。
そして後日、話し合いがまとまったときに相続税の再計算
を行い、2回目の相続税申告書を提出します。各相続人は
1回目に支払った相続税との差額を納付または還付を受け
ることになります。

ご不明な点などがありましたらＪＡへご相談ください。
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① そば処　黒沼
自社の製粉工場でそばの製粉を手掛ける、

こだわりのそば料理店。自家製粉ならでは
のうま味と香り、そしてのどごしの良さが
人気です。そばの実は、その時々で質の良
い国産品を使っています。
住　所：厚木市小野658
電　話：046-247-0009
時　間：[平日]午前11時～午後3時

[土日]午前11時～午後3時
午後5時～午後8時30分

定休日：毎週火曜日・第3月曜日（祝日は営業）
※営業時間等は変更となる可能性がありますので、
　詳しくは店舗までお問い合わせください

② 子安神社
祭神の木

このはなさくやひめのみこと
花咲耶姫命

は、古くから子宝・安産
の神として信仰されてい
ます。明治 7年（1874
年）に、八雲神社と神
明神社が合祀され、本
殿が再建されました。
境内にある御神木のクスノキ
は、樹齢 800 年以上。神社の
歴史を物語っています。
住　所：厚木市岡津古久879

小野・岡津古久
【玉川地区】

③ 津古久峠
戦国時代に、小田

原と武蔵を結ぶ小田
原道として発達。江戸
時代には、大山参りで
多くの人々がこの峠を
越えました。最盛期に
は、峠にお茶屋があっ
たとされており、伊勢
原市に向かって進んで
いくと、「津古久峠茶
屋跡」と記された標柱
があります。
住　所：�厚木市岡津古久497

④ 「MOMONA　FARM」直売所
手作り看板が目印の、2021年に

オープンした直売所。キャベツやネギ
などを育てており、新鮮で安全・安心
な農産物を販売しています。夏のお
すすめはトウモロコシ。春に並ぶ、品
質が自慢の自家製野菜苗も人気です。
住　所：厚木市小野694
時　間：午前9時～午後5時
定休日：毎週日曜日・祝日
※生産状況により、定休日に限らず
　休業する場合があります

『ゼロから教えて！
相続の入門講座』

８つの質問
税理士
猪
いのくま

熊 正
ま さ み

美

●腰の病気がある方は、必ず主治医の先生に確認してから行いましょう。
●腰が痛い時に実施すると、痛みが悪化する恐れがあるので、痛い時は
　控えましょう。
1 うつぶせに寝転がり、床に付かないように両腕を頭の方に伸ばします。
両足は肩幅程度に開きます。

2 両腕を曲げ、しっかり肩甲骨を寄せながら肩の位置まで下ろします。　
3 背中の中に板があり、背中の板を持ち上げるイメージで、胸を上に向かって
ゆっくり上げます。
※この時、視線は床に向けて、首を後ろに倒さないようにします　
※背中は無理に反らさないようにします

4 両脚を伸ばしたまま、床から10cmほど足を
上げます。
※足を上げることが難しい場合は、足を床に
　付けたままでも問題ありません

5 背中の筋肉を意識しながら3秒キープします。
6 ゆっくり元の姿勢にもどります。

10回繰り返しを3セット行いましょう。 腰を痛める例

体に痛みが出るときは
無理せず中止しましょう
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グリーンセンターからのお便り
オススメの商品

カラシナ（芥子菜）はアブラナ科の不結
球菜類で、ピリッとした辛みのアリルイ
ソチオシアネートは、食欲増進と殺菌効
果を示します。栄養成分として、ビタミ
ン類、ミネラルを多く含む緑黄色野菜で
す。カラシナはやや冷涼な気候に適し、
夏の暑さに弱いものの、寒さには強い野
菜です。そのため秋まきし、秋～冬取り
が一般的です。

品　種
日本各地に固有の品種があり、山形青

菜（山形）、山潮菜（福岡）、島菜（沖縄）な
ど。また、葉が柔らかい「セリフォン」（サ
カタのタネ）、赤紫に色づく「コーラルリー
フプルーム」（タキイ種苗）、ちりめん状
の「グリーンフリル」（トキタ種苗）などが
あります。

畑の準備  
植え付け2週間前に、1平方mあたり苦

土石灰100gをまいて、深く土を耕して
おきます。1週間前に畝幅60～70cm、
幅15～20cmの溝を掘り、この溝1mあ
たり元肥として化成肥料（NPK各成分
10%）100g程度と堆肥2kgを施して土を
戻し、くわでまき床が平らになるような
らします（図1）。

種まき
溝全体に2cmくらいの間隔で種まきし

ます（図2）。なお、苗作りをする場合、

9cmポリ鉢に5～6粒まき、間引きして
本葉5～6枚の苗に仕上げます。

間引き  
じかまきでは、1回目は本葉2～3枚時

に株間5～6cm、2回目は本葉5～6枚時
に株間10cmくらいに間引きます。その
後、1株おきに若取りし、残された株で
大株取りもできます。初めから大株取り
を狙う場合は、株間を20cmくらいにし
ます（図3）。

管理  
大株取りでは、追肥として年内と年明

けに、1回あたり畝の長さ1mにつき化成
肥料を50gくらい与えます（図4）。厳寒
期の冬取りでは、霜による葉傷みを軽減
するために不織布をべたがけすると良い
でしょう。 

病害虫防除  
アオムシ、コナガはゼンターリ顆粒水

和剤（BT剤）などで防除します。なお、種
まき後は防虫ネットや不織布のべたがけ
をして、害虫の食害を防ぎましょう。

収穫  
草丈20cmくらいの小株から収穫（若

取り）を始め、大株取りでは草丈30～
40cmで株元から刈り取ります（図5）。

※�関東南部以西の平たん地を基準に記事を作
成しています

無駄なく効かせる農薬選びの基本

●詳しくは、各地区の営農指導員または指導販売部 （担当：営農指導課）　☎ 221-2273 まで、お気軽にお問い合わせください

梅雨から夏にかけて、農作物に虫や病気が出たといった相談が
よくあります。農薬を使用する場合、防除したい病害虫を特定し、
目的に合ったものを選択することが大切です。状況や症状をよく
確認した上で適切な防除を行いましょう。今回は、実際にあった
相談を基にした農薬選択方法の例をご紹介します。

営農技術顧問

齋
さいとう

藤　寧
やすし

Q キュウリに付いたアブラムシ、コナジラミ、ハダニに効く農薬は？

(１)３つの害虫に登録がある農薬の、「モベントフロアブル」を候補として選びます。

栽培期間中の使用回数に達していない場合のみ使用できます（育苗期後半や定植時に１回のみ使用か、その後
は１回まで）。

（２）�モベントフロアブルの使用回数が残っていない場合や、効果があまりなかった場合には、アブラムシ、コナジ
ラミに効く「スタークル顆粒水溶剤」とハダニに効く「マイトコーネフロアブル」など、２剤の散布を選択します。
この場合には「スタークル顆粒水溶剤」とRACコード（農薬の作用機構分類）が同じ「アクタラ顆粒水溶剤」、「ベ
ストガード水溶剤」、「モスピラン顆粒水溶剤」、「ダントツ水溶剤」などをすでに使っていると、効果があまり
期待できないので注意が必要です。また、2つの殺虫剤の混用で、キュウリでの薬害事例がないかなども確認
しましょう。害虫防除を行うことで、アブラムシ、アザミウマ類、コナジラミ類が媒介する各種ウイルス病
の予防効果も期待できます。

Q イチゴの炭疽病対策をしたい

他の病害にもいえることですが、第一に考えるのは作物の栽培法、品種あるいは圃場の環境条件を適切に選択し
て、病害虫が発生しにくい条件を整える「耕種的防除」です。

それでも実際に病害が出てしまった場合、発病程度によって農薬を使い分けます。殺菌剤は大きく分けて、「予
防剤」と「治療剤」に分けられます。

耕 種 的
防 除

炭疽病の原因である糸状菌(カビ)は湿気を好むため、雨よけ育
苗や高畝栽培をし、株が濡れている時間を極力短くするなど栽
培法の見直しを行う。

予 防 剤 1株に症状が出ている程度であれば、その株を除去し、予防剤
である「ジマンダイセン水和剤」を全面散布する。

治 療 剤

複数の株に症状がみられる場合、病害の広がりを極力抑えるた
めに治療剤である「アミスター20フロアブル」などを散布する。

注）耐性菌が出やすいので、今回の作にはまだ使用していないことが条件
です。「アミスターフロアブル」や「ストロビーフロアブル」、「ファン
タジスタ顆粒水和剤」といった糸状菌の特効薬を使用する場合は、浸透性
の高い展着剤との混用によって、重篤な薬害が生じることがあるので、注
意が必要です。

アミノ酸系除草剤のベストセラー、「ラウンドアップマックスロード」
に希釈の要らないストレートタイプが登場!確かな効果はそのままに、
キャップを開けてそのまま枯らしたい雑草の葉にかけるだけ。葉から成
分が吸収され、しつこい多年生雑草や
スギナ、竹も根から退治します。また、
吸収力が大きな特徴で、雨や低温、朝
露、乾燥など、さまざまな環境でも効果を発揮し、
効果的な雑草防除を行うことができます。
※�使用の際は、適用雑草や使用方法などを確認
し、適正に使用しましょう

容　量 1.2ℓ 2ℓ 4.5ℓ
価格（税込） 1,257円 1,963円 3,555円

ラウンドアップ マックスロードAL

シャワータイプの中栓付き
キャップを取ってそのまま使える！

栽培農家向け
太陽熱消毒と秋冬野菜に向けての
土づくり・ナスの切り戻し

初心者向け
基礎から学ぶ秋冬野菜の
種まきと植え付け

【2講座共通】募集概要
開催場所：グリーンセンター
開催時間：①午前11時～正午
　　　　　②午後3時～4時
募集人員：各回15人（合計30人）先着順
参 加 費：無料
申 込 先：指導販売部（担当：総合販売課）
　　　　　☎221-2273

7月20日
水

8月3日
水

農薬メーカーによる
商品紹介も実施

※�文中に記述のある農薬の登録内容は、すべて6月1日時点のものです。ご使用に際しては、必
ず登録の有無と使用方法（使用時期、使用回数、希釈倍数、処理量など）をご確認ください

キャベツ、ネギ
ブロッコリーなど

あなたもチャレンジ！

家庭菜園
園芸研究家●成松次郎

畝幅60〜70cm

草丈20〜25cm 草丈30〜40cm

（1）まき溝を作る

（4）まき溝をならす

（2）元肥を施す

（3）土を戻す

堆肥

化成肥料

化成肥料

15〜20cm

株間20cm

株間10cm株間10cm

種の間隔は2cm程度

大株取り

大株取り

若取り

1回目 2回目

若取り

図4 追肥

図5 収穫

図2 種まき　

図3 間引き

図1 畑の準備

カラシナ
ピリッとした辛みを楽しむ

アブラムシ ハダニコナジラミ

写真提供：神奈川県農業技術センター

炭疽病　葉の斑点型病斑

炭疽病　全身症例

成
なりまつ

松次
じろ う

郎　神奈川県農業技術センター等で野菜の研究と技術指導に従事後、（一社）日本施設園芸協会で施設園芸及び加工・業務用野菜の生産・流通振興に携わる。現在、園芸研究家。
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S m i l e S t a t i o nスマイルステ
ーション |みんなの笑顔が集う場所

243-0004
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ー
ド
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お
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コ
ー
ナ
ー
係
宛

切手
●記入例●

①クイズの答え

②郵便番号・住所
③氏名
④電話番号
⑤年齢
⑥組合員資格区分
　正組合員（家族含む）
　准組合員（家族含む）
⑦身近な話題やJA・情報誌

に関するご意見・ご要望

応 募 方 法
ハガキまたはFAX、ホームページにて①～⑦の項目を記載しご応募ください。
■ハガキ　右記の通り　■FAX　046-223-8814
■ホームページ  https://www.ja-atsugi.or.jp/form/greenart/　
■締め切り　7月6日（水）
　 右記QRコードを読み取るとホームページの応募フォームが表示されます。

B

C

3

A

21

D

6

E

◆ヨコのカギ
1　7月の第3月曜日は――の日。国民の祝日です
2　お遍路さんが巡ります
3　ムチとの使い分けが大切
4　開くと花が咲きます
5　そうめんをゆでている途中に入れる人もいます
7　泳げない人の強い味方
9　夏の土用の――の日にはウナギを食べると

良いといわれます
11　輪島や呼子のものが有名
13　蚕の繭から作る繊維
15　鉄がさびるのはこの化学変化によるものです
17　京都の夏を彩る――祭
19　酔うとこの猛獣になる人も
21　1-1=

答え

★パズルを解いて、キーワードをお答えください。

問 題 二重マスの文字を A 〜 E の順に並べてできる言葉は何でしょうか？

正解した方抽選で5名様に、夢未市等で使え
る商品券500円分をプレゼント致します。

■6月号クロスワードの答え：「ラベンダー」

◆タテのカギ
1　前の反対側
3　梅雨が明ければ夏本番。――が増します
6　神社で神事に奉仕する女性
7　土用干しをする漬物
8　窒素（78%）、酸素（21%）などが含まれます

10　音を聞き取る器官
12　波――を上げて船が進む
14　七夕飾りや短冊をつるします
16　カブトムシが集まる木の一つ
18　歌謡曲などの前奏のこと
20　唱歌『夏の思い出』の歌詞に出てくる地名
22　継続は――なり
23　列車を走らせるために敷きます

A B C D E F

今月の
プレゼント

※お寄せいただいた個
人情報は、広報事業、賞
品発送に利用するほか、
個人を特定できない統
計情報とした上で、マー
ケティング等に利用させ
ていただきます。

A B C D E F

元気いっぱいで仲の良い姿を見せてくれた拓斗く
んと明くん。最近は、洗濯物やお皿運びなど、積極的
にお手伝いをしてくれ、家族の皆さんは大助かりだそ
うです。

拓斗くんと明くんは、同じ保育園に通い、おにごっ
こや虫探しなど、大好きな外遊びを楽しみに、お友達
と楽しく園生活を送っています。休日は、拓斗くんが
自転車に乗れるようになったことから、サイクリング
をしながら公園や牧場を訪れています。ゴールデンウ
イークは、公園でピクニックをし、家族で楽しい時間
を過ごしました。

ご両親は「健康第一に、心優しい思いやりのある子
に育ってほしい」と話してくれました。これからも兄
弟仲良く、楽しい思い出をたくさん作ってね♪

厚木市飯山厚木市飯山

青青
おおめお お め

梅梅　　拓拓
たくとた く と

斗斗くん（5歳）くん（5歳）

青青
おおめお お め

梅梅　　　　明明
あきらあきら

くん（3歳）くん（3歳）

共に過ごす時間を大切にする家族

父：裕
ひろし

さん　母：絵
え り

梨さん

厚木市下津古久
内海さんご家族

内
うちうみ

海　美
み よ

代さん
　　　理

まさみつ
光さん

則
のりゆき

行さん
彩
あ や か

香さん
美
み え こ

枝子さん
碧
あ お と

人くん

Ｑ：ご家族の普段の様子を教えてください。
Ａ：家族で「内海いちご園」を経営しています。「よつぼし」や

「かおり野」、「紅ほっぺ」など、自慢のイチゴを丹精込めて
栽培するほか、年間を通して野菜の生産も行っており、家族
一丸となって農業に取り組んでいます。食事を共にし、たくさ
ん会話をするなど、毎日のコミュニケーションを欠かさず、家
族で過ごす時間を大切にしています。碧人くんが産まれてか
らは、日々成長する姿を見ることが皆の楽しみの一つになり
ました。

Ｑ：碧人くんについて教えてください。
Ａ：6月に1歳になったばかりの碧人くんは、イチゴが大好き。最

近は、おしゃべりする犬の人形と遊ぶのがお気に入りです。
休日には、両親の理光さん、彩香さんと3人で公園に出掛け
ています。

Ｑ：ご家族での恒例行事はありますか。
Ａ：家族皆でドライブに行き、季節の花や紅葉を楽しんでいま

す。最近は、サファリパークに行きました。
Ｑ：今後、どんな家族でありたいですか。また、碧人くんにはど

のように育ってほしいですか。
Ａ：これからも一緒に過ごす時間を大切に、お互いを尊重し合え

る家族でありたいです。碧人くんには、まだ見たことのない物
や場所にたくさん触れ、健康で元気な子に育ってほしいです。

厚木でマスクメロンが生産されていたことに驚きました。
市内ではナシ、ブドウ、イチゴしか知らなかったので、周
囲の人に紹介しようと思います。      （厚木市温水Sさん）

管内では他にも、穀物・野菜・果物・畜産物と多くの特産品が
生産されています。これからも皆さんの発見のお手伝いができる
よう、地元農業に関する情報を発信してまいります。

JAあつぎは准組合員の皆さまを「農とくらしをともに支える
パートナー」と位置付けています。地場農畜産物の消費や、
各種活動への参加から、ぜひ地元農業を応援してください。

三田小学校西側に厚木市北部給食センターが近く完成
します。JAあつぎとして学校給食を通じた地産地消へ
の取り組みがあれば教えてください。

私は非農家の准組合員ですが、実家が農家で農業に親し
みを感じています。准組合員の立場からも、地元農業の発
展に貢献できればと思っています。  （厚木市森の里Mさん）

JAあつぎは生産者と協力し、給食の材料を供給するととも
に、行政と連携し、地場農畜産物を献立の中心にした「パクパ
ク厚木産デー」の実施から、地産地消に取り組んでいます。

「教えて税のはなし」を毎月参考にしています。必要な
知識が掲載されていたり、税制を学ぶきっかけになった
りと生活に役立っています。

「教えて税のはなし」は、JAあつぎ契約税理士の先生が実務上
よくある相談を基に、多くの方に役立つ内容を執筆しています。
無料の相談会も実施していますので、ぜひご利用ください。

（厚木市三田Tさん）

（厚木市温水西Yさん）

読者の皆さまからいただいたお声をご紹介します。 
絵手紙や写真の応募も大歓迎です。たくさんのお便りをお待ちしています。

清川地区　下原女性部
笑顔あふれる仲間と楽しい時間を共有

下原女性部は、現在７人の部員で活動しています。定例会や
食事会などを行い、互いの近況報告をしながら親睦を深めてい
ます。久しぶりに活動を再開した際は、顔を合わせて会話がで
きることへの喜びを分かち合いました。

部会活動では、さまざまな手芸に挑戦しており、「家の光」記
事や支所の講習会で学んだ内容を参考に、部員同士で教え合っ
ています。これまでに編み物やアクリルたわし、アロマワック
スバーなどを作成しました。

今後も、コミュニケーションを大切に、皆が楽しいと思える
活動を続けていきたいです。

女性部＊紹
介
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関東は梅雨真っ盛り。ジメジメした日
が続きますね。すっかり定着したマスク
生活ですが、マスク内の温度は外に比べ

て約5℃も高く、湿度も80％を超える過酷な環境になるそ
うです。喉の渇きを感じづらくなるため、脱水状態に気が付
かず、熱中症のリスクが高まるとのこと。私は水出しの足柄
茶を水筒に入れてたっぷり水分補給しています。皆さんも地
場産のお茶で暑さを乗り切りましょう！（細田）

編 集 後記

夜間受付電話（午後5時～翌日午前8時30分）は、
「JAあつぎ夜間コールセンター」が対応いたします。

☎046-221-1800（直通）

JAあつぎグリーンホール

・２４時間病院等へのお迎えと霊安室でのお預かりも承ります
・霊安室にお預かりして、ホールで納棺できます

時間電話
対　　応

24

大切な方のお別れを、
心をこめてお手伝いします。
大切な方のお別れを、
心をこめてお手伝いします。

事前相談で
後悔・不安のないお葬式を

ほとんどの人にとって初めての体験である「葬儀」は、分
からないことばかり。どのような葬儀にし
たいかや費用面を把握しておくことで、
不安が解消されると思います。ご相談
は随時承りますので、お気軽にご連絡く
ださい。

JA 類似名称の葬儀会社にご注意ください！
JA 葬祭に類似する「ジェイエー」「農協」などの文字
を社名に用いて営業する葬儀会社があります。JA葬祭
とは一切関係ございませんので、ご注意ください。

お知らせ

●親子で作るベイクドドーナツ講習会
日　時：8月 19日（金）

① 午前 9時 30分～11時
② 午後 0時 30分～ 2時
③ 午後 3時～ 4時 30分

参加費：組合員は 700円（税込）一般の方は 1,000 円（税込）
定　員：各回先着12組（小学生以下の親子・1組3人まで）
●トマトのフォカッチャ作り講習会
日　時：8月 25日（木）午後 1時～ 3時 30分
参加費：組合員は800円（税込）一般の方は 1,100 円（税込）
定　員：先着 12人

毎月DaidoCoひなたでは、各種講習会を開催して
います。詳細については、JAあつぎホームページを
ご確認ください。皆さまのご参加お待ちしております。
お問い合わせ　組織文化部（担当：生活ふれあい課） ☎２２１-６８８１

▲講習会の詳細はこちら

講習会のご案内

お問い合わせ　指導販売部（担当：営農指導課）☎ 221-2273

水稲追肥時期現地検討会のご案内
　良質・良食味の米生産のためには出穂前後の管理が重
要です。また、猛暑や低温、集中豪雨などの異常気象にも
注意が必要です。高温障害等を回避・軽減する技術を学
ぶ水稲追肥時期現地検討会を各地区で開催しますので、皆
さまお誘い合わせのうえ、お気軽にご参加ください。

第 12回ＪＡあつぎ

ソフトボール教室
参加者募集

開催日時：8 月19日（金）午前 9時 30分～ 11時
   ※雨天の場合は中止
   ※受付は午前 8時 45分から（開場 9時）
開催場所：厚木市営及川球技場
開催概要：実践的な指導および高度なレベルのプレーに触

れ、交流を図りながら技術を習得し、レベルアッ
プにつなげます。

参加対象：厚木市・清川村の小学 3～ 6年生
募集人数：60 人程度
参 加 費：無料
講　　師：県立厚木商業高校 女子ソフトボール部（監督・

選手）
申込方法：各支所店窓口・本所（総合企画部）にて所定の

申込書にご記入の上、お申し込みください。
申込締切：8 月9日（火）※定員に達し次第終了となります
注意事項：新型コロナウイルス感染防止のため、事前に健

康状態の確認や実施時に検温・消毒などのご
協力をお願いいたします。なお、今後の感染状
況により、実施を見合わせることがありますの
でご了承ください。

お問い合わせ　各支所店または総合企画部（担当：企画課）☎221-1512

お問い合わせ　組織文化部（担当：福祉課）☎225-7716

開催場所
講　師

参加対象者
募集締切
申込方法

持ち物

７月 25 日～８月 29 日 毎週月曜日 ※8/15 除く
（7/25・8/1・8/8・8/22・8/29）計5日間５回コース
午前１０時～１１時３０分
ＪＡあつぎ本所4階会議室「夢」
ＪＡあつぎ組織文化部福祉課職員
厚木市・清川村在住の方
7月15日（金）まで
問い合わせ先に直接お電話ください
青竹踏み・バスタオル・水分補給用の飲み物・動きや
すい服装・汗をふくタオル（万が一、病院受診がある
場合を考えて、保険証・お薬手帳・お薬） 

参 加 費　無料

誰もがムリなく楽しくできる体操
　ＪＡ介護予防運動は、転倒予防（転倒無視⇒てんとうム
シ体操）と尿失禁予防（骨盤底筋が８の字の形で８の字の
ダンスをするミツバチ⇒みつばち体操）の２つの目的でプ
ログラムされています。“誰もがムリなく楽しく”をコンセ
プトに軽快な音楽にあわせて同じ動きをするだけで、簡単
に体操を実践できるようになっています。 
　ＪＡてんとうムシ体操＆ＪＡみつばち体操で、いつまでも
元気な身体づくりをしましょう！ 

～ＪＡてんとうムシ体操・JAみつばち体操～

毎回、ミニ講話・ストレッチ・軽い筋力トレーニング・
青竹エクササイズ・尿失禁予防体操を実施します！ 

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
】

　　    日にち 
１回目　   7/25（月）
２回目　   8/  1（月） 
３回目　   8/  8（月）  
４回目　   8/22（月）  
５回目　   8/29（月） 

　 ミニ講話内容 
転倒予防の必要性
尿失禁予防の必要性
理想的な歩き方
バランス能力の向上
長続きのコツ 

介護予防運動教室

募集人員　15人 ※申し込み先着順

JAあつぎ
健康寿命１００歳
プロジェクト

開催日時

２０２２年５月２７日・２８日に行われた理事会に上程された主な
議案は、以下の通りです。
（２７日）
・令和３年度情報開示（ディスクロージャー）について
・令和４年度会計監査人の報酬等の決定について
・参与の選出について
・決算期監査意見書に対する回答書について
・４月末事業実績について
・令和４年度第２四半期の余裕金運用方針について
・夢未市・グリーンセンター出荷者大会の開催について

（２８日）
・行政庁に提出する業務報告書の決定について
・役付理事および理事の順位・理事の担当業務の決定について

理事会だより

ＪＡあ つぎ の 概 要  （2022年4月末日現在）
組合員数 18,455人
　　　　　正組合員 　4,279人
　　　　　准組合員 14,176人
職員数（正職員） 365人
貯金 369,097百万円
貸出金 90,576百万円
共済保有高 610,277百万円
購買取扱高 601百万円
販売取扱高 190百万円
出資金 2,426百万円

地区名 開催日 集合時間 開催場所

依　知 7月  6日(水)
午前10時 金田耕地
午後  1時 長坂耕地
午後  3時 山際耕地

荻　野 7月12日(火) 午前10時 下荻野耕地

睦　合 7月  8日(金)
午前10時 下川入耕地
午後  1時 三田耕地
午後  3時 及川耕地

小　鮎 7月  8日(金) 午前10時 飯山1339
玉　川 7月  6日(水) 午前10時 玉川支所

南毛利 7月13日(水)
午前10時 赤羽根耕地

午後1時30分 上愛甲耕地

相　川 7月  2日(土)
午前10時 下戸田耕地

午後1時30分 上落合耕地
※清川地区は個別巡回を行います

毎週日曜日 午前9時～9時30分
（再放送）
毎週月曜日　午前10時～10時30分

JAグループ神奈川がお送りする
新鮮情報番組 7月

3日
（再放送）4日 伊勢原の黒い旬を探す ! ?

10日
（再放送）11日

㊗新東名開通 ようこそ♪
はだのへ

17日
（再放送）18日 ハマで継ぐ半農半漁

24日
（再放送）25日

明日のために
～ SDGs 探訪・あつぎ編～

31日
（再放送）8月1日

イチゴハウスの夏休み

ＪＡ湘南

ＪＡはだの

ＪＡ横浜

ＪＡあつぎ

ＪＡセレサ川崎

※�放送内容は諸事情により急遽変更になる場合がございます。あらか
じめご了承ください。
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皮に多いナスニンが目の疲れを回復。
カリウムも多く、むくみや血圧改善に

ヘタがとがっていて、切り口が変色し
ていないと鮮度が良い

濃い紫色でツヤとハリ
があるものが良品

材料（2人分）

●ナス………………………… 3本
●ベーコン ……………………60g
●ニンニク …………………… 1片
●アンチョビ（フィレ） ……… 3枚
●塩 ……………………… 少々
●コショウ ………………… 少々
●粉チーズ………………… 適量
●オリーブオイル ……… 大さじ2
●バジル………………… 2～3枚

❶ナスは縦半分に切り、一口大の
乱切りにする。アンチョビは、包
丁で細かく叩いておく。ニンニク
は、みじん切りにしておく。
❷フライパンにオリーブオイルとニ
ンニクを入れ、香りが出るまで弱
火で炒める。

❸❷にアンチョビとナス、ベーコン
を入れ、火が通るまで炒める。
火が通ったら軽く塩とコショウを
入れて味を調える。

❹お皿に盛り付け、粉チーズとバ
ジルを散らして完成。

作り方

ゆめみマルシェ ナス

【成分・有効性】
ナスには、長ナスをはじめ、卵形の米ナス、丸い形の丸ナスなど、いくつかの
種類があります。また、色も紫色だけでなく、緑や白いものもあります。
ナスの特徴は、つややかな紫色の皮ですが、これはアントシアン系の色素で、
ポリフェノールの一種です。強い抗酸化作用があり、目の疲労回復や機能のサ
ポートに効果があるといわれています。また、体内の活性酸素の働きを抑え、動
脈硬化や老化防止なども期待できます。この他、抗酸化作用のあるβカロテン
や、高血圧の改善に役立つカリウムも豊富です。
ナスはキュウリと同じく、約9割が水分。薄く切って天日干しし、乾燥野菜に

すると栄養素が凝縮され、日持ちもします。うま味も増すのでおすすめです。

【保存法】
　ラップで包むかビニール袋に入れ、野菜室ま
たは冷暗所で2～３日は保存OK。火を通せば、
冷凍も可能。

ナスとベーコンのアンチョビ炒め

切ると

身に弾力が
あるものは新鮮


